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聖句
「 何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだって、
互いに相手を自分よりも優れた者と考え、めいめい自分の事だけでなく、
他人の事にも注意を払いなさい。」

フィリピの信徒への手紙　２章３～４節

ホットニュース
Hot News

　二本柳良介さん（食と健康学類３年 
応用生化学研究室所属）は、1試合の
最高得点は脅威の41点！さらにリーグ
戦全14試合を通じた1試合の平均得点
は29.4点と、エースとしてチームを勝
利へと導きました。
　二本柳さんは「接戦のゲームを決め
たのは最終的に先輩たち4年生です。
ゲームを決めるまで得点を積み重ねて
いく過程は自分の仕事だと思っていますので、安定して得点
できたことは良かったです。スコアラー（得点する能力が高
いプレーヤー）としての自覚を持って、チームを勝ちに導くプ
レーヤーを目指します」と語りました。

　優秀選手賞の主将 勝間周人さん（食と健康学類４年 流通学研究室所
属）は「１年の時から自分が“この代のまとめ役”という自覚を持って、チー
ムを引っ張ってきました」と話し、最優秀選手賞の工藤優輝さん（食と健

康学類4年流通学研究室所
属）は「自分たちらしいバスケ
を14試合やり抜けたことは
本当に良かったです」と、リバ
ウンド王の阿部冬弥さん（食
と健康学類２年）は「自分のリ
バウンドが勝利につながって、
チームも12月インカレに行け
ることは、とてもうれしいです」
と喜びを語りました。

　第71回北海道大学バスケット
ボール選手権大会が、９月７日～
10月27日の２カ月間行われ、本学
の男子バスケットボール部が12
勝2敗で創部史上初となるリーグ
優勝し、2003年以来16年ぶりと
なるインカレ出場を決めました。

チームの強さを引き出した熱きコーチの思い

優勝の立役者は2年連続の得点王！ 個人賞を4人が受賞！

⑧ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15）

※本紙の内容を無断で複写・複製（コピー）することを禁じます。

　私たちは、自分の行動を省みる時に、“臭いものには蓋”をしてしまうことがあります。そして、できる
だけ都合がよいように体裁を整えてしまうことがあります。それは自分の立場や考えに固執している
生き方です。
　イエス・キリストは神さまの身分でありながら、身分のこだわりを捨ててへりくだり、人の立場まで下
りてきて人間の苦しみを共に担われた方です。苦しみはその場所まで足を運び、肌で感じてみなけれ
ば分からないことがたくさんあるものです。
　新しい年を迎えましたが、関係者の中には喜びで満たされている人ばかりではないことにもしっか
り目を向けていかなければなりません。様々な立場におられる方の気持ちを知るためには、へりくだ
り、相手の苦しみを背負ってみなければ見つけられないことがあるのです。ぜひ私たちは、与えられる
多くの視点から歩むべき道を探っていきたいものです。
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　一言では言えない思いがあります。何度かインカレ出場へのチャンスがありましたが、たどり着けない全国の舞台。自分の
コーチ力のなさが原因でした。選手たちと一緒に悔しい思いをしてきました。忘れられないのは、2012年のリーグ最終戦。結果
として10点差で負けてしまうのですが、最後まであきらめないプレーで観客から拍手をもらうことができました。こういうチーム
をつくりたいと奮起してきました。そんな15年間の苦難の末にたどり着いた1部リーグ優勝とインカレ出場。最良の結果を残せ
て良かったと思います。秋季リーグの試合中は選手に任せていました。相手チームへの対策は特にしていません。自分たちのバ
スケをやりきることだけでした。本当に選手はよく頑張りました。酒井 威ヘッドコーチ

たける
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写真左から二本柳さん、工藤さん、勝間さん、阿部さん

2003年3月本学酪農学部食品流通学科卒業
2004年アシスタントコーチ、2015年ヘッドコーチに就任
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「第70回日本学校農業クラブ全国大会」南東北大会で本学をPR

　山形県立置賜農業高等学校を大会事務局として、山形県・宮城県・福島県の共同開催となる「第70回日本学校農業クラブ全国大会」（略称：
農ク）が10月23日と24日の2日間の日程で行われました。同大会では、全国各地の予選会を勝ち抜いた約5,000名の高校生と指導教員や関
係者などが集まり、日頃から研究しているプロジェクト活動の成果発表や平板測量、農業鑑定などの技術を競いました。
　10月24日に行われた大会式典（山形市総合スポーツセンター）では、本学もブース出展し、多くの高校生に本学の魅力をPRしました。生徒
を引率していた本学出身の教員たちもブースに訪れ、懐かしむ姿もありました。

　日本学校農業クラブ連盟（FFJ：Future Farmers of Japan）は、1950年（昭和25年）に日本全国の農業クラブの全国組織とし
て結成。科学性・社会性・指導性を目標とし、将来の農業や関連産業で社会に貢献し、活躍できる人材の育成を目指す。現在、全国約
380校で9万人ほどの生徒が農業に関わる学科に在籍。

　酪農学園「緑風会」懇談会が10月23日に、山形市内におい
て、開催されました。
　同会ならびに同窓会山形県支部の懇談会が、農クの日程に
併せて行われ、本学園から7名、緑風会から6名、同窓会山形県
支部から8名の合計21名が出席しました。
　緑風会は、酪農学園卒業生の教育関係従事者で構成されて
おり、農クに併せての開催は、酪農学園の教職員との交流を深
める場としての役割を担っています。2020年は、静岡県での
農ク全国大会に併せて同交流会の開催を予定しています。

理事長　谷 山  弘 行

学校法人酪農学園の
　 経営基盤の強化を目指して

　学校法人酪農学園の活動にご支援をいただいております皆様、新年明けましておめでとうございます。

刻々と変化していく世界情勢の中で、理事長として引続き酪農学園の発展のために心して取り組んでまいり

ます。

　昨年も、一昨年に続き台風による被害が全国に及びました。特に北日本における水害はひどく、政府も非常

災害対策本部を設置し被災地への特別支援対策を発動しました。酪農学園大学並びに附属とわの森三愛高

等学校においても竹花学長並びに西田校長の下、被災学生・生徒の確認と就学支援対策を講じ、安心して学

べる環境確保に万全の対策を期しています。

　さて、本年4月、改正私立学校法が施行されます。学校法人は、自主的なガバナンス強化を制度的に担保す

ること、経営基盤の強化を図り、かつ学校教育の質の向上及びその運営の透明性の確保に努めることとして

います。酪農学園もこの法改正に基づき「学校法人酪農学園寄附行為」の一部を改正しました。また、この国

の方針を踏まえて、私立学校の自主性を確保すべく日本私立大学協会は、「私立大学版ガバナンス・コード」

（2019）を作成しました。酪農学園はこの動きに沿って、我々の行動規範としての「学校法人酪農学園ガバナ

ンス・コード」を策定しました。今後、これらの「寄附行為」並びに「ガバナンス・コード」を基に学園のさらなる発

展に寄与する政策を講じていきたいと考えています。　

　学園では昨年10月、「三愛精神に基づく健土健民戦略本部」を「情報政策局」に改め、ICT(information & 

communication technology)の構築と、これをもとにしたIR(institutional research)による経営基盤の

強化のための部局として設置しました。IT（information technology）、AI（artificial intelligence）といっ

た情報技術の発展は、今後の学園運営には欠かせない技術としての位置付けが必要と考えています。この情

報技術の発展は、閉鎖社会を解放社会へと誘導します。我々、酪農学園も積極的に社会との繋がりを求めて、

次世代に向けた政策を選択し、若者に選ばれる酪農学園にしてまいります。

酪農学園「緑風会」ならびに同窓会で酪農学園との交流深める
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高校のトピックス
Topics of the High School

⑤ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15）

大学のトピックス
Topics of the University

　本校のアグリクリエイト科「機農コース」は、長い歴史と伝統ある校風に支えられ、これまで
「全寮制教育」の中で、酪農を中心とした実践教育を行い、大きな成果を上げてきました。
　その一方、教育ニーズの多様化が進み、作物や園芸を学びたいという声や、自宅から通いな
がら農業を勉強したいという声が寄せられています。
　そういった声に応えるべく、従来の全寮制「酪農専攻」に加え、自宅通学可能で、作物や園芸
を中心に学べる「作物園芸専攻」を2020年４月から新設いたします。もちろん遠方に在住する
方は入寮もできます。

ヒグマが市街地に出没！その時人はどうする？ ２０２０年度より機農コースに「作物園芸専攻」新設

１０月下旬、本校普通科２年生の生徒たちが研修旅行に行ってきました。

　2019年6月10日夜、本学に隣接する野幌森林公園に入るヒグマが
目撃され、その後も公園内や近隣の施設などで目撃が続きました。同
公園でヒグマが確認されたのは78年ぶり。学生実習で設置していた
カメラがその姿を捉えていました。地域住民、公園利用者、公園管理者
の北海道、地元江別市にとって寝耳に水の、新たな火種となりました。
最初の１カ月間、ヒグマは草やアリなどを食べ、人に会えば隠れるなど
問題行動はありませんでした。このヒグマを静観すべきか、人の安全を
優先して駆除すべきか意見が分かれる中、7月に入りハスカップを、8
月にデントコーンなどを食べたことで有害獣と判断され、9月13日に
駆除、2カ月に及ぶヒグマ騒動が終息しました。野幌森林公園の豊かな
自然は多くの利用者に愛されてきましたが、ヒグマが現れたことで、こ
の身近な自然とどう付き合うべきか考える必要に迫られました。

野生動物と人との共存を考える

　SDGs（持続可能な開発目標）にあるとおり、生物多様性保全や野生動物との共存は世界共通
の目標ですが、一方で共存のために一部の人や地域が不安や負担を押しつけられたり、被害を受
けたりするのは目指すべき持続可能な世界ではありません。私たちは知恵を絞る必要がありま
す。一つの鍵は、棲み分けにあると考えます。森林はヒグマの生息地として、ヒグマを保全しましょ
う。住宅街や農地は人のエリアです。人の生命や財産を守ることを優先しましょう。ヒグマにはそ
の境界線が見えないので、人が草刈りや電気柵の設置などして教える必要があります。その上で
境界を越えてくるヒグマは、駆除もやむを得ないという考え方です。さて、野幌森林公園はヒグマ
がいてもよい森林でしょうか？それとも人のエリア内の公園でしょうか？これを決めるのは私たち人間です。本学では、農場や校舎と森林公園
の間に電気柵を設置し、ヒグマが敷地内に侵入しないような対策をとっていきます。

生物多様性保全やSDGsの理念から

環境共生学類学類長
野生動物生態学研究室
（通称：クマゼミ）　

佐藤　喜和　教授

　女子バスケットボール部は11月2日
(土)～4日(月)に、苫小牧市総合体育館
他で行われた全国高等学校バスケット
ボール選手権大会（ウインターカップ）
北海道予選で準優勝し、全国大会出場
を決めました。また、 #4 清實茉宝さん
（３年生）が敢闘賞を受賞しました。

女子バスケットボール部
全国大会「ウインターカップ」出場決定！！

獣医・理数コース
【沖縄】

佐喜眞美術館、美ら海水族
館、ひめゆり平和祈念資料
館、シュノーケリング、琉球大
学見学など

フードクリエイトコース
【台湾】

台湾のバナナ農園見学、調理
学校の体験交流、グループ自
主研修、九份見学など

総合進学コース
【沖縄】（選択制）

総合進学コース
【台湾】（選択制）

首里城、平和祈念公園、ひめ
ゆりの塔、うるま市の民泊体
験、マリンスポーツ体験など

企業訪問、十分天燈上げ体
験、九份散策、学校交流、小
籠包作り体験、故宮博物館
など

トップアスリート
健康コース【関東】

キャンプ、筑波大野性の森体
験、日本オリンピックミュージ
アム、オリンピック施設見学
など

　2019年10月に開催された全国高校サッカー選手権北海道大
会にて、本校サッカー部が第3位の成績を収めました。2回戦で大会
3連覇中の旭川実業高に2対1で勝利。勢いに乗ったチームは快進
撃を続け、同校初となるベスト4へ進出。厚別公園競技場での準決
勝は、北海高校に0対5で敗れてしまいましたが、雨中の会場は、全
校生徒や卒業生・保護者で埋まり、熱い応援の中、選手たちは全力
を尽くしました。ご声援ありがとうございました。

サッカー部 全国高校サッカー選手権
北海道大会　第３位

学内の森に設置した赤外線カメラ フンや足跡を調査

設置したカメラに映ったヒグマ

YouTube

動画で解説



④ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15）

高校のトピックス
Topics of the High School

⑤ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15）

大学のトピックス
Topics of the University

　本校のアグリクリエイト科「機農コース」は、長い歴史と伝統ある校風に支えられ、これまで
「全寮制教育」の中で、酪農を中心とした実践教育を行い、大きな成果を上げてきました。
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ヒグマが市街地に出没！その時人はどうする？ ２０２０年度より機農コースに「作物園芸専攻」新設

１０月下旬、本校普通科２年生の生徒たちが研修旅行に行ってきました。
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Active Alumni

夢をかたちにした大学生
Made my dream come true

⑥ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15） ⑦ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15）

酪農学園大学に入学したきっかけ

■ 1979年生まれ　長野県出身
■ 長野県の上伊那農業高校卒業。1998年に酪農学園大学獣医学科に入学し、獣
　  医繁殖学研究室に所属。卒業後、旭川の動物病院を経てウトナイ湖野生鳥獣
　  保護センターに就職し、胆振管内で保護される傷ついた野鳥を受け入れて治
　  療やリハビリにあたる。2017年環境省自然環境局長賞を受賞。

プロフィール
獣医学部 獣医学科　2004年卒業

や ま   だ  の り　  こ

山田 智子 さん

【北海道 苫小牧市】
ウトナイ湖野生鳥獣保護センター
（苫小牧市環境衛生部環境生活課） 

　長野の自然豊かな環境で育ち、小学校の頃から獣医師になる
のが夢で、当時の作文にも書いていました。酪農学園大学へは、
北海道の大自然への憧れや動物のことを全般的に学べることか
ら志望し、最終的にはオープンキャンパスに参加して「ここで学
びたい！」と強く感じて決めました。

今後の目標や展望
　センターでは、市民や子ども向けの講演会や出前授業を積極
的に開催していて、その際には、自然界に戻ることができない傷
病鳥を実際に見てもらって、野生動物の救護や地球の将来につ
いて一緒に考えてもらっています。今後も、このような活動を継
続的に続けることによって、一人でも多くの人に野生鳥獣のこ
とを伝えるとともに、野生動物と人の社会との懸け橋にならな
ければならないと感じています。その野生動物からのメッセー
ジを伝えるとともに、受け取った人が行動を変えることに繋が
ればと考えています。この想いは13年前にセンターに着任した
時も、現在も根本的には変わっていません。

酪農学園の後輩に一言
　今を大事にしてほしいです。人生の中でそれぞれの流れがあ
るので、今を大事にすることが、未来の糧になると思います。そ
して、すべてはご縁だとも思っています。色々な出来事や出会い
も、良い時もそうでない時も縁だと思って、活躍してください。

酪農学園での「学び」が生きている
　大学での学びを通じ、さまざまな学問分野・科目はそれぞれ独
立した学問ではなく、体系的に繋がっているのだと気づきまし
た。そして、学びは、「知識」としても重要ですが、大学時代に培っ
た学びに対する「姿勢」は、今になっても生きていると感じてい
ます。在学中は、1年生から野生動物生態研究会（野研）に所属し
たほか、日本野生動物医学会学生部会（ルウェ）にも関わったこ
とで多くの方々と出会い、学びを深めることができました。さら
に、札幌の環境教育を行う市民団体にも所属したことにより、
「伝え方」の重要性も学びました。知識も必要ですが、正しく伝え
ることの大切さということは、今に生きていると感じています。

新感覚スイーツ「バブルワッフル」を考案
クラウドファンディングで移動式カフェをオープン！！

「和×かわいい」をコンセプトにしたプロジェクトを企画

あ き   や ま ひ 　 さ ら

秋山 緋更 さん

食と健康学類４年
マーケティング研究室所属

ウトナイ湖野生鳥獣保護センター センターで救護した「ノスリ」の
羽の状況を確認

小学校への出前授業

バブルワッフルは、元々香港の伝統的な菓子
秋山さんは、江別製粉の小麦とタピオカ粉を練り込んだ
生地をバブルワッフル専用のホットプレートで焼き、も
ちもちのオリジナルワッフルに仕上げた。抹茶クリーム
やあんこなどの和風なものから定番のカスタードなどメ
ニューが約13種類と豊富。トッピングの３色団子や色ざ
らめなどを選ぶのも楽しみの一つになっている。

　中学生の頃から自分のカフェをプロデュースしたいという夢を純粋に見続けてきました。その内の一
つが「和×かわいい」をコンセプトにしたカフェです。日本の和の文化とかわいい文化を混ぜた、ありそ
うでなかったジャンルを世の中に広めたいと思っていました。
　酪農学園大学へ入学し、ゼミの一環で行っていた“江別製粉の小麦を使用したバブルワッフル”の開発
を始めたことで、その夢は一気に現実化しました。

“人とのつながりを大切に”私もカフェも成長していきたい
　最初は資金的な理由から固定店舗ではなく移動販売にしましたが、意外にも移動販売の魅力はたくさんありました。
　『たくさんの人に会いに行けること』、そして何より『神出鬼没感』です（笑）。
　最近では、商業施設や地方のイベントに呼んでいただき、道内各地で出店させてもらう機会が増えてきました。
　元々居なかった所に急に現れるので、地方ではいつも「わたしの街に来てくれると思ってなかった！」とか「また来てね！」と言って、
初めて会うのに歓迎してもらえることが本当に嬉しいです。
　キッチンカーは一つの世界観を運んでいると思っています。
　キッチンカーを見つけて、わくわくしてもらえるように、これからも試行錯誤していきます。
　起業してから、たくさんの人に支えられ、助けられて来ました。
　人とのつながりを大切に、私もカフェも少しずつ成長してきたので、これからもそうしていきたいと思っています。みなさん、応援よ
ろしくお願いいたします。

獣医師

プロフィール
■ 1997年北海道札幌市生まれ。札幌光星高校出身。
■ 2018年香港旅行でバブルワッフルに出会う。
■ 同年12月大学3年生でゼミ活動の一環として、学内にてバブルワッフル100食限定無料配布を実施。
■ 2019年6月大学４年生になり、日本政策金融公庫で融資を受けてキッチンカーを170万円で購入。
　 　  クラウドファンディングで資金を募り起業する（目標金額50万円を達成。61万6千円を集めた。）
　 　  学内で「バブルワッフル・キッチンカー」 プレオープン50食限定無料配布を実施。
■ 同年7月“白樺祭”（大学祭）に出店し、１日で約200食を販売。
■ 北海道のテレビ番組HTB「イチモニ！」・「イチオシ！」やHBC「今日ドキッ！」などに出演。
■ 北海道新聞、十勝毎日新聞など、さまざまなメディアに紹介される。

救護された「ノスリ」

Twitter Instagram



活躍する同窓生
Active Alumni

夢をかたちにした大学生
Made my dream come true

⑥ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15） ⑦ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15）

酪農学園大学に入学したきっかけ

■ 1979年生まれ　長野県出身
■ 長野県の上伊那農業高校卒業。1998年に酪農学園大学獣医学科に入学し、獣
　  医繁殖学研究室に所属。卒業後、旭川の動物病院を経てウトナイ湖野生鳥獣
　  保護センターに就職し、胆振管内で保護される傷ついた野鳥を受け入れて治
　  療やリハビリにあたる。2017年環境省自然環境局長賞を受賞。

プロフィール
獣医学部 獣医学科　2004年卒業

や ま   だ  の り　  こ

山田 智子 さん

【北海道 苫小牧市】
ウトナイ湖野生鳥獣保護センター
（苫小牧市環境衛生部環境生活課） 

　長野の自然豊かな環境で育ち、小学校の頃から獣医師になる
のが夢で、当時の作文にも書いていました。酪農学園大学へは、
北海道の大自然への憧れや動物のことを全般的に学べることか
ら志望し、最終的にはオープンキャンパスに参加して「ここで学
びたい！」と強く感じて決めました。

今後の目標や展望
　センターでは、市民や子ども向けの講演会や出前授業を積極
的に開催していて、その際には、自然界に戻ることができない傷
病鳥を実際に見てもらって、野生動物の救護や地球の将来につ
いて一緒に考えてもらっています。今後も、このような活動を継
続的に続けることによって、一人でも多くの人に野生鳥獣のこ
とを伝えるとともに、野生動物と人の社会との懸け橋にならな
ければならないと感じています。その野生動物からのメッセー
ジを伝えるとともに、受け取った人が行動を変えることに繋が
ればと考えています。この想いは13年前にセンターに着任した
時も、現在も根本的には変わっていません。

酪農学園の後輩に一言
　今を大事にしてほしいです。人生の中でそれぞれの流れがあ
るので、今を大事にすることが、未来の糧になると思います。そ
して、すべてはご縁だとも思っています。色々な出来事や出会い
も、良い時もそうでない時も縁だと思って、活躍してください。

酪農学園での「学び」が生きている
　大学での学びを通じ、さまざまな学問分野・科目はそれぞれ独
立した学問ではなく、体系的に繋がっているのだと気づきまし
た。そして、学びは、「知識」としても重要ですが、大学時代に培っ
た学びに対する「姿勢」は、今になっても生きていると感じてい
ます。在学中は、1年生から野生動物生態研究会（野研）に所属し
たほか、日本野生動物医学会学生部会（ルウェ）にも関わったこ
とで多くの方々と出会い、学びを深めることができました。さら
に、札幌の環境教育を行う市民団体にも所属したことにより、
「伝え方」の重要性も学びました。知識も必要ですが、正しく伝え
ることの大切さということは、今に生きていると感じています。
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　 　  クラウドファンディングで資金を募り起業する（目標金額50万円を達成。61万6千円を集めた。）
　 　  学内で「バブルワッフル・キッチンカー」 プレオープン50食限定無料配布を実施。
■ 同年7月“白樺祭”（大学祭）に出店し、１日で約200食を販売。
■ 北海道のテレビ番組HTB「イチモニ！」・「イチオシ！」やHBC「今日ドキッ！」などに出演。
■ 北海道新聞、十勝毎日新聞など、さまざまなメディアに紹介される。

救護された「ノスリ」

Twitter Instagram
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聖句
「 何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだって、
互いに相手を自分よりも優れた者と考え、めいめい自分の事だけでなく、
他人の事にも注意を払いなさい。」

フィリピの信徒への手紙　２章３～４節

ホットニュース
Hot News

　二本柳良介さん（食と健康学類３年 
応用生化学研究室所属）は、1試合の
最高得点は脅威の41点！さらにリーグ
戦全14試合を通じた1試合の平均得点
は29.4点と、エースとしてチームを勝
利へと導きました。
　二本柳さんは「接戦のゲームを決め
たのは最終的に先輩たち4年生です。
ゲームを決めるまで得点を積み重ねて
いく過程は自分の仕事だと思っていますので、安定して得点
できたことは良かったです。スコアラー（得点する能力が高
いプレーヤー）としての自覚を持って、チームを勝ちに導くプ
レーヤーを目指します」と語りました。

　優秀選手賞の主将 勝間周人さん（食と健康学類４年 流通学研究室所
属）は「１年の時から自分が“この代のまとめ役”という自覚を持って、チー
ムを引っ張ってきました」と話し、最優秀選手賞の工藤優輝さん（食と健

康学類4年流通学研究室所
属）は「自分たちらしいバスケ
を14試合やり抜けたことは
本当に良かったです」と、リバ
ウンド王の阿部冬弥さん（食
と健康学類２年）は「自分のリ
バウンドが勝利につながって、
チームも12月インカレに行け
ることは、とてもうれしいです」
と喜びを語りました。

　第71回北海道大学バスケット
ボール選手権大会が、９月７日～
10月27日の２カ月間行われ、本学
の男子バスケットボール部が12
勝2敗で創部史上初となるリーグ
優勝し、2003年以来16年ぶりと
なるインカレ出場を決めました。

チームの強さを引き出した熱きコーチの思い

優勝の立役者は2年連続の得点王！ 個人賞を4人が受賞！

⑧ 酪農学園だよりvol.149（2020.1.15）

※本紙の内容を無断で複写・複製（コピー）することを禁じます。

　私たちは、自分の行動を省みる時に、“臭いものには蓋”をしてしまうことがあります。そして、できる
だけ都合がよいように体裁を整えてしまうことがあります。それは自分の立場や考えに固執している
生き方です。
　イエス・キリストは神さまの身分でありながら、身分のこだわりを捨ててへりくだり、人の立場まで下
りてきて人間の苦しみを共に担われた方です。苦しみはその場所まで足を運び、肌で感じてみなけれ
ば分からないことがたくさんあるものです。
　新しい年を迎えましたが、関係者の中には喜びで満たされている人ばかりではないことにもしっか
り目を向けていかなければなりません。様々な立場におられる方の気持ちを知るためには、へりくだ
り、相手の苦しみを背負ってみなければ見つけられないことがあるのです。ぜひ私たちは、与えられる
多くの視点から歩むべき道を探っていきたいものです。

酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校　宗教主任　肥田信長聖句解説 Vol.149
2020.1.15
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　一言では言えない思いがあります。何度かインカレ出場へのチャンスがありましたが、たどり着けない全国の舞台。自分の
コーチ力のなさが原因でした。選手たちと一緒に悔しい思いをしてきました。忘れられないのは、2012年のリーグ最終戦。結果
として10点差で負けてしまうのですが、最後まであきらめないプレーで観客から拍手をもらうことができました。こういうチーム
をつくりたいと奮起してきました。そんな15年間の苦難の末にたどり着いた1部リーグ優勝とインカレ出場。最良の結果を残せ
て良かったと思います。秋季リーグの試合中は選手に任せていました。相手チームへの対策は特にしていません。自分たちのバ
スケをやりきることだけでした。本当に選手はよく頑張りました。酒井 威ヘッドコーチ

たける

男子バスケットボール部が初優勝！
16年ぶりの全日本インカレ出場！
男子バスケットボール部が初優勝！
16年ぶりの全日本インカレ出場！
男子バスケットボール部が初優勝！
16年ぶりの全日本インカレ出場！
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写真左から二本柳さん、工藤さん、勝間さん、阿部さん

2003年3月本学酪農学部食品流通学科卒業
2004年アシスタントコーチ、2015年ヘッドコーチに就任


